
2017年 4月号5 KAZUNO CITY 2017 年 4 月号 4

「保養地型」ＣＣＲＣ（大湯）

KAZUNO CITY

２
．
地
区
別
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
の
提
案

    （１）
「
ま
ち
な
か
」
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
（
花
輪
）

　

花
輪
の
中
心
市
街
地
は
、
買
い
物
や

通
院
等
の
利
便
性
が
高
く
、
文
化
の
杜

交
流
館
コ
モ
ッ
セ
や
福
祉
プ
ラ
ザ
と

い
っ
た
生
涯
学
習
や
健
康
づ
く
り
を
行

う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
が
徒
歩
圏

内
に
あ
る
な
ど
、
都
市
機
能
を
享
受
で

き
る
エ
リ
ア
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
自
家
用
車
を
持
た
な
い

高
齢
者
に
と
っ
て
も
暮
ら
し
や
す
い
環

境
で
あ
り
、
移
住
に
適
し
た
地
区
で
あ

る
と
い
え
ま
す
。

     （２）
「
保
養
地
型
」
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
（
大
湯
）

　

温
泉
や
滝
な
ど
、
鹿
角
の
「
癒
し
」

と
い
う
地
域
資
源
を
活
用
で
き
る
エ
リ

ア
で
す
。

　

ま
た
、
新
た
な
拠
点
施
設
が
整
備
さ

れ
る
こ
と
で
新
し
い
人
の
流
れ
が
期
待

さ
れ
、
多
世
代
交
流
や
高
齢
者
の
活
躍

３
．
課
題
と
方
向
性
の
考
察

　

「
か
づ
の
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
」
の
推
進
に

あ
た
っ
て
は
、
こ
の
２
地
域
を
モ
デ
ル

地
域
と
し
て
検
討
し
ま
し
た
が
、
①
少

人
数
増
え
て
も
効
果
は
薄
い
こ
と
、
②

第
三
次
医
療
機
関
ま
で
の
距
離
、
③
介

護
サ
ー
ビ
ス
や
人
材
の
確
保
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
が
想
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
は
既
に
解
決
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
も
の
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
を
一
つ
の
コ

ン
セ
プ
ト
と
し
て
、
移
住
・
定
住
促
進

事
業
の
対
象
を
60
代
ま
で
拡
大
す
る
な

ど
、
事
業
間
の
連
携
・
拡
充
を
図
り
な

が
ら
、
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
り
組

み
を
さ
ら
に
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
新
し
い
視
点
を

加
え
て
中
心
市
街
地
の
活
性
化
や
魅
力

発
信
等
の
取
り
組
み
を
展
開
す
る
こ
と

で
、
高
齢
者
の
み
な
ら
ず
若
い
世
代
に

も
「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
と
い

う
前
向
き
な
イ
メ
ー
ジ
の
醸
成
に
も
つ

な
が
り
、
地
域
全
体
が
活
性
化
す
る
こ

と
が
期
待
で
き
ま
す
。

研
究
背
景

　

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
と
い
う
問

題
に
直
面
し
て
い
る
地
方
に
お
い
て
は
、

各
地
域
の
特
徴
を
活
か
し
た
地
方
創
生

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

国
で
は
、
東
京
圏
へ
の
一
極
集
中
の

緩
和
の
た
め
、
地
方
創
生
の
一
環
と
し

て
「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
構
想
」
（
日
本

版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
）
を
掲
げ
、
元
気
な
50
代

以
上
の
中
高
年
齢
者
の
地
方
移
住
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
本
市
が
で
き
る

「
か
づ
の
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
」
の
方
法
と
そ

の
課
題
、
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
調

査
、
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

　

東
京
圏
の
高
齢
者
が
地
方
や
近
隣
の

市
街
地
に
移
り
住
み
、
地
域
住
民
や
多

世
代
と
交
流
し
な
が
ら
、
健
康
で
活
発

な
生
活
を
送
り
、
必
要
に
応
じ
て
医

療
・
介
護
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
な
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
も
の
で
す
。

※
「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
構
想
」

（
日
本
版
Ｃシ

ー
シ
ー
ア
ー
ル
シ
ー

Ｃ
Ｒ
Ｃ
）
と
は
…

１
．
か
づ
の
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
の
ね
ら
い

　

本
市
は
２
０
２
０
年
頃
か
ら
65
～
74

歳
の
人
口
が
減
少
に
転
じ
、
２
０
２
５

年
頃
か
ら
は
75
歳
以
上
の
人
口
も
減
少

に
転
じ
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
２
０
２
０
年
以
降
、
地

域
活
動
を
支
え
て
い
た
元
気
な
高
齢
者

が
減
少
す
る
こ
と
で
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
維
持
が
難
し
く
な
る
こ
と
や
、

長
年
か
け
て
整
備
さ
れ
て
き
た
医
療
・

介
護
施
設
に
空
き
が
生
じ
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。

　

一
方
、
東
京
圏
で
は
、
今
後
も
高
齢

者
が
増
加
す
る
見
込
み
で
、
医
療
・
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
を
補
う
た
め
、
さ

ら
に
人
口
流
入
が
進
む
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
内
閣
官
房
の
調
査
に
よ
る
と
、

東
京
圏
で
は
定
年
退
職
し
た
方
々
の
地

方
で
の
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
の
希
望
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
既
存
の
ま
ち
な
み
や
資

源
を
活
用
す
る
こ
と
で
地
域
全
体
を
Ｃ

Ｃ
Ｒ
Ｃ
の
拠
点
機
能
と
し
、
移
住
高
齢

者
が
地
域
に
溶
け
込
ん
で
暮
ら
す
方
法

が
最
適
と
考
え
ま
す
。
そ
の
モ
デ
ル
と

し
て
、
医
療
・
介
護
等
の
生
活
機
能
が

集
約
し
て
い
る
２
つ
の
地
区
で
可
能
な

ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し
ま
し
た
。

「まちなか」ＣＣＲＣ（花輪）

①買い物や通院の利便性といった都市機能を享受できる

②空き家や空き店舗の活用が可能

③地域包括支援センター、福祉施設などが徒歩圏内

④文化の杜交流館コモッセや福祉プラザ、高齢者サロ
ンが徒歩圏内

→「まちなか」への居住推進

→移住しやすい環境づくり、景観の改善

→高齢者が安心して住むことができる

→芸術・文化、生涯学習の場、いきがいづくり

の
場
の
創
出
と
い
っ
た
可
能
性
を
秘
め

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
病
院
や
介
護
施
設
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
い
っ
た
施
設
が

集
中
し
て
い
ま
す
。

　

買
い
物
等
の
交
通
利
便
性
の
確
保
が

課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ

ま
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な

機
能
が
そ
ろ
っ
て
お
り
、

移
住
に
適
し
た
地
区
で

あ
る
と
い
え
ま
す
。

自家用車を持たない高齢者にとっても
暮らしやすいＣＣＲＣ

①温泉や滝などの地域資源が活用できる

②新たな拠点施設の整備

③エリア内に病院や介護施設が集中

④空き家や空き店舗の活用が可能

→共同浴場等の温泉、滝めぐりなどの保養コンテンツ

→生涯学習や健康づくり、多世代交流の創出

→安心感の醸成、温泉を活用した介護予防やリハビリ

→移住しやすい環境づくり、景観の改善

鹿角らしい「癒し」を享受できる
ＣＣＲＣ

東 京 圏

①高齢者人口が今後も増加する推計
②高齢者のセカンドライフの多様化
③高齢者の増加に伴う医療・介護サービス
不足の懸念
④地方への移住希望者の増加、Ｕ・Ｉターン
の活発化

鹿 角 市

① 2020 年頃をピークに高齢者数の減少
②人口減少、高齢化による地域コミュニティ
の弱体化および産業の衰退
③長年かけて整備してきた医療・介護サー
ビスや雇用の余剰の懸念
④若い世代を中心とした移住者の増加

本市をＰＲし、
呼び込めないか

特集　鹿角市政策研究所 研究報告

地方への移住を促進 人口増加、産業の活性化を目指す

かづの版ＣＣＲＣのねらい

かづの版ＣＣＲＣの
可能性について

～元気な中高年齢者の移住で地域を活性化～
問 政策企画課 総合戦略室 ☎30－0201

鹿角市政策研究所 研究報告


